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発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
我
慢
せ
ず
早
期
に
医
療
機

関
に
相
談
す
る
な
ど
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！
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１
月
２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
た
第
97
回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
に
お
い
て
、
本
町
出
身
で
東
洋
大
学
の
九
嶋
恵
舜

さ
ん
｟
上
麓
区
｠
が
第
６
区
｟
箱
根
町―

小
田
原
間
20
・
８
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
｠
を
１
時
間
５
秒
で
走
り
、
東
洋
大
学
の
総
合
３

位
と
い
う
結
果
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
目
標
に
し
て
い
た
３
位
以
内
に
入
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
個
人
と
し
て
は
、
メ
ン
タ
ル
や
フ
ィ
ジ

カ
ル
の
面
で
他
の
選
手
と
の
レ
ベ
ル

の
差
を
感
じ
た
の
で
、
練
習
に
力
を

入
れ
た
い
で
す
。
今
西
駿
介
先
輩
を

超
え
る
選
手
に
な
る
と
い
う
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
も
練
習
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。」
と
箱
根
駅
伝
を
走
っ

た
感
想
や
今
後
の
目
標
等
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

九
嶋
恵
舜
さ
ん
箱
根
駅
伝
で
の
チ
ー
ム
上
位
入
賞

に
大
き
く
貢
献
！

西
川
大
樹
さ
ん
第
58
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
敢

闘
賞
の
快
挙
！

　
11
月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
第
58
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
職
種
に
お
い
て
、

西
川
大
樹
さ
ん
｟
鹿
児
山
区
出
身
｠
が
敢
闘
賞
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
青
年
技
能
者
の
技
能
レ
ベ
ル
日

本
一
を
競
う
技
能
五
輪
で
、
成
績
優
秀
な
方
に
は
、

賞
状
並
び
に
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
、
敢
闘
賞
の
各
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
日
本
全
国
か
ら
様
々
な
競
技
職
種
｟
40
職
種
｠
の

参
加
者
が
集
ま
る
中
、
西
川
さ
ん
は
宮
崎
県
の
代
表

と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
職
種
競
技
に
参
加

し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
「
ま
さ
か
入
賞
で

き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。
次
の
大
会
で
は
金

賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
」
と
大
会
の
感

想
等
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
西
川
さ
ん
は
、
現
在
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト

｟
株
｠
が
経
営

し
て
い
る
シ
ェ

ラ
ト
ン
グ
ラ
ン

デ
オ
ー
シ
ャ
ン

リ
ゾ
ー
ト
料
飲

部
に
勤
務
し
て

お
り
、
ソ
ム
リ

エ
の
資
格
取
得

を
目
指
し
勉
強

し
て
い
る
そ
う

で
す
。

宿
泊
施
設
ク
チ
コ
ミ
高
評
価
で
世
界
的
な

賞
を
受
賞
！

　
奥
霧
島
温
泉
郷 

九
州
山
河
料
理 

極
楽
温
泉 

匠

の
宿
が
、
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
的
な
大
手
宿
泊
予

約
サ
イ
ト
ホ
テ
ル
ズ
ド
ッ
ト
コ
ム
が
ク
チ
コ
ミ
高

評
価
施
設
を
表
彰
す
る
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｄ  

Ｂ
Ｙ 

Ｇ

Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｓ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
２
０
２
０
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

 

代
表
の
竹
井
一
起
氏
は
、「
遠
路
お
越
し
戴
き
ま

し
た
お
客
様
や
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」「
こ
れ
か
ら
も
、
更
に
喜

ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
精
進
い
た
し
ま
す
。」

と
受
賞
の
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
奥
霧
島
温
泉
郷

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

※

令
和
３
年
１
月
20
日
現
在
、
極
楽
温
泉
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
県
の
緊
急

事
態
宣
言
を
受
け
て
休
業
し
て
お
り
ま
す
。

祝

例えば・・・

お金持ちになりたい！

宝くじが当たりますように！

東京大学に受かりたい！

彼女（彼氏）いない歴 =年齢。

今年こそは恋人作りたい！　etc

なんでも OK です。
絵馬は無料です！

　ＪＲ吉都線沿線の駅では、絵馬の掲示台を設置しています。

　吉都線沿線にはパワースポットの神社が数多く存在しており、とても縁起のよい沿線です。不思議なパ

ワーが頑張るあなたの背中を“きっと”押してくれるはずです。あなたの願いを書いた絵馬を掲示してみ

ませんか？

　集まった絵馬は、厄除けや開運にご利益があるとされる東霧島神社に納めます。

☜
【絵馬掲示台設置場所】

　都城駅・高原駅・小林駅・えびの飯野駅・吉松駅

【掲示台設置期間】

　令和３年３月３１日まで

【企画・お問い合わせ先】

　ＪＲ吉都線利用促進協議会事務局（小林市企画政策課内）　

　☎０９８４-23-０４５６

【絵馬掲示台設置場所】

　都城駅・高原駅・小林駅・えびの飯野駅・吉松駅

【掲示台設置期間】

　令和３年３月３１日まで

【企画・お問い合わせ先】

　ＪＲ吉都線利用促進協議会事務局（小林市企画政策課内）　

　☎０９８４-23-０４５６

【ＪＲ吉都線利用促進協議会のご紹介】

　ＪＲ吉都線沿線５市町（都城市・小林市・えびの市・湧水町・高原町）で構成

されています。吉都線沿線の利用促進とそれによる地域活性化のため、ＳＮＳ等

を使った広報活動、利用助成、ツアーの企画など様々な事業を実施しています。
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文
　
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
総
合
企
画
　
首
藤
｠

　
人
体
に
は
、
健
康
回
復
の
た
め
の

主
要
な
ツ
ボ
が
３
６
１
か
所
あ
る
。

鍼
灸
で
治
療
す
る
こ
と
で
人
が
本
来

持
っ
て
い
る
〝
自
然
治
癒
力
〞
を
刺

激
し
て
健
康
を
回
復
さ
せ
る
の
だ
と

山
本
さ
ん
は
説
明
す
る
。

高
千
穂
峰
に
も
よ
く
登

山
す
る
尚
生
さ
ん

　
庭
先
に
は
色
と
り
ど
り
の
旗
が
数

多
く
は
た
め
い
て
い
た
。
気
に
な
っ

て
聞
く
と
、
夫
の
尚
生
さ
ん
が
標
高

６
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
ネ
パ
ー
ル

の
ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
に
登
山
し
た

と
き
、
ネ
パ
ー
ル
の
山
岳
民
族
が
祈

り
の
旗
に
し
て
い
る
と
い
う
「
タ
ル

チ
ョ
」
を
あ
ち
こ
ち
で
目
に
し
、
も

ら
っ
た
も
の
を
家
の
目
印
に
か
け
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

　
尚
生
さ
ん
は
登
頂
を
失
敗
し
た
も

の
の
、
標
高
８
８
５
０
メ
ー
ト
ル
の

エ
ベ
レ
ス
ト
に
も
仲
間
４
人
と
挑
戦

し
た
経
験
が
あ
り
、
日
本
国
内
の
北

ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ
ス
も
登
っ
た
。

　
高
千
穂
峰
に
も
よ
く
登
る
と
い
う

登
山
好
き
。
高
原
町
を
訪
れ
る
人
た

ち
に
も
山
登
り
の
す
ば
ら
し
さ
、
高

千
穂
峰
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
た
い

と
い
う
。

　
ま
た
、
尚
生
さ
ん
は
、
去
年
の
夏

の
水
害
を
う
け
た
人
吉
市
の
被
災
地

に
、
今
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
出

か
け
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

健
康
の
た
め
に
自
然
と

の
共
生
を
求
め
て

　
「
な
ぜ
高
原
町
に
移
住
し
た
の
で
す

か
」
と
聞
い
て
み
る
と
、
「
健
康
に
暮

ら
す
に
は
自
然
と
の
共
生
が
一
番
で

す
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

　
高
原
町
の
御
池
キ
ャ
ン
プ
場
で

キ
ャ
ン
プ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
役
場

に
移
住
を
相
談
し
た
。
１
年
が
か
り

で
家
を
探
し
て
い
る
う
ち
に
、
宮
崎

市
内
の
人
が
余
暇
を
過
ご
す
た
め
に

建
て
た
木
造
民
家
が
空
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
、
移
住
の
地
に
決
め

た
。

　
山
本
さ
ん
の
移
住
民
家
は
、
民
宿

も
兼
ね
て
い
る
。〝
山
の
家
野
ら
り
暮

ら
り
〞
が
民
宿
の
名
称
だ
。

　
昔
懐
か
し
い
五
右
衛
門
風
呂
も
あ

る
。
家
の
周
り
に
は
薪
が
い
っ
ぱ
い

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
尚
生
さ
ん

が
近
く
の
民
家
の
庭
木
を
伐
採
す
る

作
業
を
手
伝
い
、
伐
採
し
た
樹
木
を

無
料
で
ゆ
ず
り
う
け
て
、
お
風
呂
を

沸
か
す
燃
料
に
使
っ
て
い
る
。
薪
割

り
も
尚
生
さ
ん
の
仕
事
。
燃
や
し
た

あ
と
の
炭
火
は
釜
の
炊
飯
に
使
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
家
の
近
所
に
は
、
祓
川
湧
水
の
水

源
が
あ
っ
て
、
町
内
外
か
ら
飲
み
水

を
汲
み
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
て
お
り
、

山
本
夫
妻
も
日
常
的
に
水
を
汲
み
に

行
く
。

「
治
療
に
来
る
方
た
ち
に
と
っ
て
、
は

り
き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
る
だ
け
で

な
く
、
自
然
豊
か
な
こ
の
場
所
に
来

る
こ
と
も
癒
し
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
と
感
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
格
的
な

治
療
と
あ
わ
せ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

恵
は
り
き
ゅ
う
院

　　
祓
川
地
区
に
色
と
り
ど
り
の
小
さ

な
旗
が
連
な
っ
て
風
に
揺
れ
て
い
る

家
が
あ
っ
た
。
庭
の
入
口
の
看
板
に

「
恵
は
り
き
ゅ
う
院
」
と
書
か
れ
て
い

る
。

　
平
屋
造
り
の
家
の
中
で
は
、
鍼
灸

師
・
山
本
恵
さ
ん
｟
43
歳
｠
が
診
療

を
行
っ
て
い
た
。
山
本
さ
ん
は
、
夫

の
尚
生
｟
ひ
さ
お
｠
さ
ん
｟
41
歳
｠

と
一
緒
に
、
５
年
前
に
宮
崎
市
か
ら

高
原
町
に
移
住
し
て
き
た
。

　
宮
崎
市
に
は
、
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
母
親
｟
71
歳
｠
が
い
る
。

鍼
灸
師
を
目
指
し
て

　
母
親
の
介
護
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

鍼
灸
師
の
道
を
志
し
た
。
10
年
間
ほ

ど
母
親
の
介
護
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

母
親
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
鍼
灸
専
門
学
校
で
東
洋
医
学
を

学
び
、
技
能
を
習
得
し
て
鍼
灸
師
国

家
試
験
に
合
格
。

　
現
在
、
月
・
火
・
水
の
週
３
日
間

は
恵
は
り
き
ゅ
う
院
で
診
療
を
行
い
、

週
の
後
半
は
母
親
の
介
護
の
た
め
に

実
家
に
帰
っ
て
い
る
。

山本　恵さん

山本　尚生さん

恵はりきゅう院

診療中の山本恵さん

チベットの祈りの旗「タルチョ」

山本夫妻祓川湧水を散策

取
材
先

恵
は
り
き
ゅ
う
院
　
☎

47-

５
２
３
５

鍼灸をとおして

“癒し”を提供

自然との共生　

健康的な生活

を目指して

この記事は、町内の農商工業の後継者に関する記事をニューメディア総合企画有限会社に作成してもらい、

隔月で掲載しているものです。
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６
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仲
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テ
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。
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隔月で掲載しているものです。

5 Ｒ３.２.１ No.718



高
原
町
役
場
で
は
こ
ん
な
仕
事
、
事
業
、
政
策
を
行
っ
て
い
ま
す
！

～第９回～
会計課

○会計課とは？

　会計課では、町の会計事務を担当してお

り、現金の出納（収入・支出）や記録管理

を主な業務としています。町民の皆様方か

ら納入される税金や料金・手数料、及び国

県の補助金等を各会計に収納し、また、各

課から上がってくる支出調書を審査し、お

金の支払等を行います。

○主な仕事は

①収入、支出調書の審査に関すること

②現金の出納保管、物品の出納保管に関す 

　ること。

③県収入証紙や町図等の販売

④現金及び財産の記録管理、決算に関する

　こと。

●仕事、事業及び政策

　について

仕事を行う上で心がけている事！！

税金の納付に関して町民の皆様の利便性の確保に
努めます！

　宮崎銀行は、高原町の指定金融機関に指定されており、町の収入及び支出は全てこの指定金

融機関に設けている会計管理者の預金口座で処理しています。

　高原町役場派出所には平日の午前９時から正午まで、高原支店

から職員１名を派出していただいており、収納代理金融機関（４

つの機関）等から振り込まれる収入金の処理及び町の支出につい

て、会計課と連携を取りながら業務を行っているほか、町の税金

や手数料等の納付業務も行っています。

　役場の窓口に来たついでに税金を一緒に収めようという場合等

には、非常に便利ですので是非ご利用ください。なお、個人口座

への入金や払出、両替等はできませんので御了承ください。

宮崎銀行の高原町役場派出所の案内

　町の仕事は、町民の皆様方が納める税金や手数料等が財源となっています。税金等の納付は

金融機関の窓口のほか、口座振替やコンビニ納付、最近ではペイビー等のインターネットを利

用した納付など、担当課と協議をしながら利便性の確保に努めております。また、町民や業者

の皆様への支払いについては、資金のやり繰りを行いながら迅速な支払いができるよう心掛け

ております。

　最近では国県の補助金や交付金が減額され、町の予算も厳しくなっておりますが、役場内で

使用する物品の管理を厳格にし、少しでも資金の捻出に務めたいと考えております。

まちのわだい

topic① topic②

topic③ topic④

年末年始に帰省を自粛されている方へ！

　12 月 20 日、ほほえみ館駐車場にて、生活必

需品配達支援事業「戻ろごたろどん・・・きばっ

くいやん便３」を実施しました。御家族を思う

気持ちが込められた贈り物をお届けする一助

になればとＧＷ・お盆に続き３回目のコロナ

対策事業となります。おかげを持ちまして、今

回も多くの町民の方々に御活用いただき、高

原町から４７７件９７２個の荷物を全国へお

届けすることが出来ました。

　12 月 20 日、下広原構造改善センターで下

広原地区防犯講話が開催されました。

　小林警察署生活安全課の厚山さんを講師に

迎え、高齢者をターゲットにした嘘電話詐欺

に関しての注意点をお話しいただきました。

また、高原町からは火災及び救急事案に対す

る注意点等をお伝えしました。

下広原区民が安全に生活するために！

　保育所等の給食に使ってほしいという趣旨

で、町民の方からいただいた寄附金を使って、

給食に牛肉を使ったメニューを提供する事業

を実施しました。町内の７つの保育所等にお

いて、10 月 30 日から 12 月 22 日の間で、焼き

肉・牛丼・ビーフカレー等の給食を提供しま

した。子ども達は、普段あまり食べることのな

い特別な給食を、おいしく食べていました。

牛肉を使った給食、おいしかったよ！ 新型コロナウイルス感染症終息の願いを込めて！

　１月４日、令和３年高原町賀詞交歓会が参

加人数や内容を大幅に縮小し、開催されまし

た。毎年商工会で開催されていましたが、今年

は神事を行うためと３密を避けるため狭野神

社で開催。約 30 名の参加者は一様に新型コロ

ナウイルス感染症の終息と高原町のさらなる

発展を強く願っていました。
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令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、
高
原
町
に

住
所
が
あ
る
方
は
、
下
記
の
日
程
で
令
和

２
年
中
の
所
得
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
申
告
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
令
和
３
年
度
の
町
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
等

を
決
定
し
、
ま
た
、
学
校
、
保
育
園
、
医
療
、

福
祉
、
公
営
住
宅
入
居
等
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
手
続
き
に
必
要
な
所
得
証
明
書
等
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
行
政
制
度
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
今
年
の
高
原
町
の
申
告
期
間
は
、
２
月

12
日
｟
金
｠
か
ら
３
月
15
日
｟
月
｠
ま
で
で
す
。

申
告
会
場
は
、
ほ
ほ
え
み
館
中
研
修
室
で
、

申
告
に
か
か
る
時
間
の
都
合
上
、
日
程
は

地
区
ご
と
に
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
可
能
な
限
り
指
定
さ
れ
た
日
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
控
除
ま
た
は
医
療
費
控
除
の
特

例
を
申
告
さ
れ
る
方
や
営
業
や
農
業
等
の

申
告
を
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申

告
期
間
の
前
に
医
療
費
控
除
の
明
細
書
等

の
作
成
・
収
支
内
訳
書
の
作
成
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
御
希
望

の
方
は
事
前
に
御
連
絡
の
上
、
２
月
９
日

｟
火
｠
ま
で
に
役
場
税
務
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。｟
収
支
内
訳
書
の
作
成
に
つ
い

て
事
前
相
談
を
さ
れ
た
方
で
も
、
申
告
期

間
中
に
ほ
ほ
え
み
館
や
税
務
署
で
申
告
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
｠。

　
御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
等

の
所
得
申
告
が
必
要
な
方

※

所
得
税
｟
国
税
｠
の
申
告
が
必
要
な
方

と
は
、
収
入
基
準
額
等
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

①
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得

　
な
ど
を
有
す
る
方
。

②
給
与
所
得
を
有
す
る
方
で
、
年
末
調
整

　
が
お
済
み
で
な
い
方
。

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

　
方
。
ま
た
は
、
給
与
所
得
の
他
に
所
得

　
が
あ
る
方
。

④
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る

　
方
で
、
そ
の
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収

　
入
金
額
が
１
４
８
万
円
｟
65
歳
未
満
の

　
方
は
98
万
円
｠
を
超
え
る
方
で
、
「
公
的

　
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て

　
い
な
い
控
除
を
受
け
た
い
方
。

⑤「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載

　
さ
れ
て
い
な
い
控
除
を
受
け
た
い
方
。

　
｟
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付

　
を
受
け
る
場
合
等
｠

⑥
公
的
年
金
等
所
得
の
他
に
給
与
所
得
・

　
事
業
所
得
・
個
人
年
金
等
に
係
る
雑
所

　
得
等
が
あ
る
方
。

⑦
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
所

　
得
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
。

⑧
医
療
費
控
除
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
等
の
各
種
控
除
を
受
け
る
方
。

※

医
療
費
控
除
の
対
象
者

○
医
療
費
控
除
前
で
課
税
所
得
の
あ
る

方
。

○
令
和
２
年
中
の
医
療
費
支
払
総
額
が
、

「
総
所
得
金
額
等
の
５
％
又
は
10
万
円
の

い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
」
よ
り
多
い
方
。

※

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
控
除

の
対
象
者

○
医
療
費
控
除
前
で
課
税
所
得
が
あ
り
、

予
防
接
種
や
健
康
診
査
な
ど
の
一
定
の

取
組
を
行
っ
た
方
が
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を

購
入
し
た
場
合
で
、
令
和
２
年
中
の
支

払
総
額
が
１
万
２
千
円
を
超
え
る
方
。

｟
注
｠
医
療
費
控
除
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
選
択
し

ま
す
。

⑨
土
地
や
建
物
、
山
林
等
の
売
却
収
入
が

　
あ
る
方
。

⑩
令
和
２
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
方
。

令
和
３
年
度
｟
令
和
２
年
中
｠
所
得
申
告
が
始
ま
り
ま
す

月

15
日

12
日

11
日

10
日

9
日

8
日

５
日

４
日

３
日

２
日

1
日

26
日

25
日

24
日

22
日

19
日

18
日

17
日

16
日

15
日

12
日

｟
月
｠

｟
金
｠

｟
木
｠

｟
水
｠

｟
火
｠

｟
月
｠

｟
金
｠

｟
木
｠

｟
水
｠

｟
火
｠

｟
月
｠

｟
金
｠

｟
木
｠

｟
水
｠

｟
月
｠

｟
金
｠

｟
木
｠

｟
水
｠

｟
火
｠

｟
月
｠

｟
金
｠

　
北
狭
野
区
・
中
平
区

　
花
堂
区
・
小
塚
区

　
出
口
区

　
上
広
原
区

　
下
広
原
区
・
西
広
原
区

　
下
広
原
区

　
並
木
区
・
常
盤
台
区

　
並
木
区

　
下
後
川
内
区

　
上
後
川
内
区
・
川
平
区

　
下
麓
区

　
上
麓
区

　
鹿
児
山
区

　
蒲
牟
田
区

　
湯
之
元
区
・
祓
川
区

　
南
狭
野
区

指

定

地

区

申

告

相

談

会

場

日

程

表

　
　

　
指
定
期
間
で
申
告
の
で
き

　
な
か
っ
た
人

　
・
再
申
告
の
人
｟
全
地
区
｠

日
｟
曜
日
｠

　
　
 
 
場
所
　
高
原
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
 
 
「
ほ
ほ
え
み
館
」
中
研
修
室

　
　
 
 
受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

２月３月

高
原
町
か
ら
所
得
申
告
日
程

の
指
定
通
知
が
あ
っ
た
人

申
告
に
必
要
な
書
類
等

①
印
鑑
｟
認
印
可
｠

②
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
等

③
各
種
控
除
の
証
明
書
等

④
農
業
等
を
さ
れ
て
い
る
方
は
収
支
内
訳

　
書
及
び
そ
の
収
入
・
経
費
の
関
係
書
類

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
等

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
医

　
療
費
控
除
の
明
細
書
や
医
療
機
関
に
支

　
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
等

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
控
除

を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
一
定
の
取
組
を

行
っ
た
結
果
通
知
表
等
や
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
明
細
書
等
に
加

え
て
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購

入
し
た
際
の
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
等

⑦
申
告
者
本
人
の
預
金
通
帳
｟
所
得
税
の

　
口
座
振
替
納
付
や
還
付
が
あ
る
方
｠

⑧
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知

　
カ
ー
ド
等

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
に
つ
い

て　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
確
定
申
告
書
及
び
住
民
税
申
告
書
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類

｟
「
番
号
確
認
書
類
」
と
「
身
元
確
認
書
類
」

が
あ
り
ま
す
。
｠
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　
「
番
号
確
認
書
類
」
に
は
通
知
カ
ー
ド
や

番
号
付
き
住
民
票
等
が
あ
り
、
「
身
元
確
認

書
類
」
に
は
免
許
証
や
保
険
証
等
が
あ
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
番
号
確

認
と
身
元
確
認
の
両
方
が
で
き
る
書
類
と

な
り
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

　
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
収
支
計
算
に

よ
り
算
出
し
た
所
得
額
に
よ
る
申
告
と
な

り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
申
告
資
料
等
の
収
集

や
整
理
、
集
計
の
際
に
は
次
の
事
項
に
十

分
注
意
し
、
早
め
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ

い
。

①
収
入
金
額
と
支
出
金
額
が
分
か
る
よ
う

　
に
、
１
月
15
日
の
区
長
会
を
通
じ
て
配

　
布
し
た
「
収
支
内
訳
書
｟
農
業
用
｠」
に

　
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
必
要
経
費
は
、
支
払
っ
た
金
額
の
領
収

　
書
や
支
払
証
明
書
等
を
支
出
科
目
ご
と

　
に
整
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
農
協
と
の
取
引
が
あ
る
場
合
は
、
年
間

　
取
引
実
績
表
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

④
肉
用
牛
を
売
却
し
た
場
合
は
、「
肉
用
牛

　
売
却
証
明
書
」
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
｟
農
業
｠
所
得
、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ

れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
｟
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

方
を
含
み
ま
す
。
｠
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

１
月
か
ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の

内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
御
確
認
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
小
林
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
分
か
ら
令
和
19
年
分
ま
で
の

各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て

復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
及
び
納
付
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年
分
の

基
準
所
得
税
額
｟
原
則
と
し
て
、
そ
の
年

分
の
所
得
税
額
｠
に
２
．
１
％
の
税
率
を

掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
個
人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ

ら
ま
し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
小
林
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
自

宅
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

24
時
間
い
つ
で
も
申
告
で
き
ま

す
。

　
自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

｟
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｠
を
利
用
し
て
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
申
告
書
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
、①
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ(

電
子
申
告

)

と
、
②
印
刷
し
て

税
務
署
に
郵
送
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
と
保
険
料
控
除

証
明
書
等
の
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で

き
ま
す
。｟
た
だ
し
、
添
付
を
省
略
し
た
添

付
書
類
は
法
定
期
限
か
ら
５
年
間
保
存
が

必
要
で
す
。｠
ま
た
、
還
付
申
告
も
還
付
金

を
早
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ

い
。
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｅ-

ｔ
ａ
ｘ
．
ｎ
ｔ
ａ
．
ｇ
ｏ
．

ｊ
ｐ

申
告
会
場
で
の
感
染
予
防
対
策

に
つ
い
て

　
来
館
さ
れ
る
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
考

慮
し
、
職
員
の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス

ク
着
用
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
来
館
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
等

の
感
染
予
防
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
常
時
換
気
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

暖
か
い
服
装
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
流
行

し
て
い
る
地
域
へ
往
来
の
あ
っ
た
方
は
、

事
前
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
帰
町
し
て
か

ら
２
週
間
程
度
様
子
を
見
た
上
で
、
お
越

し
い
た
だ
き
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
申
告
相
談
の
順
番
を
お
待
ち
の
際
は
、

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
お
車
内
で

の
待
機
や
後
程
の
来
館
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
賦
課
係
　
☎
42ｰ

２
１
１
３

　
　
｟
内
線
１
１
１
、
１
１
２ 

｠

　
小
林
税
務
署
　
　
☎
23-

３
１
２
６
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申
告
に
必
要
な
書
類
等

①
印
鑑
｟
認
印
可
｠

②
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
等

③
各
種
控
除
の
証
明
書
等

④
農
業
等
を
さ
れ
て
い
る
方
は
収
支
内
訳

　
書
及
び
そ
の
収
入
・
経
費
の
関
係
書
類

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
等

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
医

　
療
費
控
除
の
明
細
書
や
医
療
機
関
に
支

　
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
等

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
控
除

を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
一
定
の
取
組
を

行
っ
た
結
果
通
知
表
等
や
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
明
細
書
等
に
加

え
て
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購

入
し
た
際
の
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
等

⑦
申
告
者
本
人
の
預
金
通
帳
｟
所
得
税
の

　
口
座
振
替
納
付
や
還
付
が
あ
る
方
｠

⑧
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知

　
カ
ー
ド
等

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
に
つ
い

て　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
確
定
申
告
書
及
び
住
民
税
申
告
書
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類

｟
「
番
号
確
認
書
類
」
と
「
身
元
確
認
書
類
」

が
あ
り
ま
す
。
｠
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　
「
番
号
確
認
書
類
」
に
は
通
知
カ
ー
ド
や

番
号
付
き
住
民
票
等
が
あ
り
、
「
身
元
確
認

書
類
」
に
は
免
許
証
や
保
険
証
等
が
あ
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
番
号
確

認
と
身
元
確
認
の
両
方
が
で
き
る
書
類
と

な
り
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

　
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
収
支
計
算
に

よ
り
算
出
し
た
所
得
額
に
よ
る
申
告
と
な

り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
申
告
資
料
等
の
収
集

や
整
理
、
集
計
の
際
に
は
次
の
事
項
に
十

分
注
意
し
、
早
め
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ

い
。

①
収
入
金
額
と
支
出
金
額
が
分
か
る
よ
う

　
に
、
１
月
15
日
の
区
長
会
を
通
じ
て
配

　
布
し
た
「
収
支
内
訳
書
｟
農
業
用
｠」
に

　
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
必
要
経
費
は
、
支
払
っ
た
金
額
の
領
収

　
書
や
支
払
証
明
書
等
を
支
出
科
目
ご
と

　
に
整
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
農
協
と
の
取
引
が
あ
る
場
合
は
、
年
間

　
取
引
実
績
表
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

④
肉
用
牛
を
売
却
し
た
場
合
は
、「
肉
用
牛

　
売
却
証
明
書
」
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
｟
農
業
｠
所
得
、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ

れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
｟
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

方
を
含
み
ま
す
。
｠
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

１
月
か
ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の

内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
御
確
認
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
小
林
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
分
か
ら
令
和
19
年
分
ま
で
の

各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て

復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
及
び
納
付
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年
分
の

基
準
所
得
税
額
｟
原
則
と
し
て
、
そ
の
年

分
の
所
得
税
額
｠
に
２
．
１
％
の
税
率
を

掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
個
人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ

ら
ま
し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
小
林
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
自

宅
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

24
時
間
い
つ
で
も
申
告
で
き
ま

す
。

　
自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

｟
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｠
を
利
用
し
て
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
申
告
書
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
、①
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ(

電
子
申
告

)

と
、
②
印
刷
し
て

税
務
署
に
郵
送
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
と
保
険
料
控
除

証
明
書
等
の
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で

き
ま
す
。｟
た
だ
し
、
添
付
を
省
略
し
た
添

付
書
類
は
法
定
期
限
か
ら
５
年
間
保
存
が

必
要
で
す
。｠
ま
た
、
還
付
申
告
も
還
付
金

を
早
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ

い
。
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｅ-

ｔ
ａ
ｘ
．
ｎ
ｔ
ａ
．
ｇ
ｏ
．

ｊ
ｐ

申
告
会
場
で
の
感
染
予
防
対
策

に
つ
い
て

　
来
館
さ
れ
る
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
考

慮
し
、
職
員
の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス

ク
着
用
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
来
館
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
等

の
感
染
予
防
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
常
時
換
気
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

暖
か
い
服
装
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
流
行

し
て
い
る
地
域
へ
往
来
の
あ
っ
た
方
は
、

事
前
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
帰
町
し
て
か

ら
２
週
間
程
度
様
子
を
見
た
上
で
、
お
越

し
い
た
だ
き
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
申
告
相
談
の
順
番
を
お
待
ち
の
際
は
、

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
お
車
内
で

の
待
機
や
後
程
の
来
館
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
賦
課
係
　
☎
42ｰ

２
１
１
３

　
　
｟
内
線
１
１
１
、
１
１
２ 

｠

　
小
林
税
務
署
　
　
☎
23-

３
１
２
６

9 Ｒ３.２.１ No.718



「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令

　
宮
崎
県
で
は
、
昨
年
末
か
ら
県
民
と

県
外
者
と
の
接
触
や
他
圏
域
と
の
往
来

に
端
を
発
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
急
拡
大
が
み
ら
れ
知
事
の
会
見

で
「
本
県
の
状
況
は
歴
史
的
な
危
機
に

直
面
し
て
お
り
、
地
域
医
療
や
県
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
県
民
が
心
を
一

つ
に
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
し
、
行
動

要
請
を
伴
う
宮
崎
県
独
自
の
緊
急
事
態

宣
言
が
１
月
７
日
に
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　
発
令
の
期
間
は
当
初
１
月
９
日
か
ら

１
月
22
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
県
内
で
の
感
染
者
数
は
依
然
と
し

て
高
止
ま
り
し
、
感
染
拡
大
の
沈
静
化

に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
も
の
と
の
判

断
し
、
２
月
７
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。特
に
高
齢
者
施
設
、
医
療
機
関
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
続
発
し
、
医
療
提
供
体
制

の
ひ
っ
迫
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
宮
崎
県
内
で
は
、
感
染
拡
大

の
収
束
が
見
通
せ
な
い
危
機
的
状
況
が

続
い
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
緊
急

事
態
宣
言
の
行
動
要
請
を
徹
底
し
な
が

ら
引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に
心
掛

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令
に
伴
う
行

動
要
請
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
行
動
要
請
等
の
期
間

　
令
和
３
年
１
月
９
日
～
２
月
７
日

(

終
期
は
、
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
随
時
判
断)

○
主
な
行
動
要
請

・
原
則
、
外
出
自
粛
要
請(

夜
８
時
以

降
の
外
出
な
ど)

　
可
能
な
限
り
人
と
の
接
触
機
会
を

減
ら
す
努
力
を
要
請

・
原
則
、県
外
と
の
往
来
自
粛

・
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期

・
会
食
は
４
人
以
下
、２
時
間
以
内

・
テ
レ
ワ
ー
ク
、時
差
出
勤
の
推
奨

・
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
高
齢

者
施
設
や
医
療
機
関
の
従
事
者
に
対

し
、
会
食
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
慎
重

に
判
断

○
飲
食
店
等
に
対
す
る
営
業
時
間
短

縮
要
請

(

要
請
期
間)

１
月
９
日
～
２
月
７
日

(

要
請
内
容)

　
営
業
時
間
は
、
午
前
５

時
～
午
後
８
時

(

酒
類
提
供
は
午
後
７

時
ま
で)

　
感
染
拡
大
を
抑
え
る
に
は
人
と
の
接

触
機
会
を
極
力
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
移
動
は
な
る
べ
く
日
常
生
活

の
範
囲
と
し
、
外
出
は
で
き
る
限
り
短
時

間
で
混
雑
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
感
染
し
た
本
人
や
そ
の
家
族
、
治
療
に

あ
た
っ
た
医
療
関
係
者
に
対
す
る
誹
謗

中
傷
や
根
拠
の
な
い
差
別
的
言
動
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
は
、
身
近
な
所
に
潜
ん
で
お
り
誰
で
も

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
確
か

な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
人
権
侵
害
に
つ
な

が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
正
し
い
情
報
を

入
手
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
人

権
意
識
を
も
っ
て
冷
静
に
行
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
町
民
の

皆
様
に
は
日
常
生
活
や
お
仕
事
で
更
な

る
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
宮
崎
県
の
危
機
的
状
況
を
乗
り

切
る
に
は
皆
様
一
人
一
人
の
取
組
み
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。「
自
分
は
絶
対

に
感
染
し
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
常
に

持
ち
な
が
ら
行
動
し
、
皆
が
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
自
分
を
守
り
、
家
族
を
守
り
、

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
の
無
い
日
常
を
取

り
戻
す
た
め
に
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

冬の感染症を予防しよう‼冬の感染症を予防しよう‼

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

しっかり対策！

　気温が下がり空気が乾燥する冬は、インフルエンザやノロウイルスなどの感染症が流

行しやすい時期です。特に今年の冬は、新型コロナウイルスとインフルエンザなどの感

染症が同時に流行するおそれもあるため、これまで以上に注意が必要です。感染症の種

類は違っていても子どもであっても大人であっても基本的な予防対策は同じです。あら

ためて感染症予防対策について確認し、感染症の発症予防と感染拡大防止に努めましょ

う。

感染症予防について徹底したい６つのポイント！

【こまめな手洗い】

　色々なところを触ることで、知らないうちに手にウイルスが付着します。その手で鼻

や口などを触ることで粘膜からウイルスが侵入して感染します。こまめに手を洗うこと

が大切です。

【予防接種】

　特にお子さんの予防接種のタイミングは、感染症にかかりやすい年齢などをもとに決

められています。お子さんをかかりやすい感染症から守るためにはとても大切です。

【換気】

　定期的な換気を行いましょう。２方向の窓を開け数分程度の換気を１時間に２回程度

行います。窓が１つしかない場合は、部屋の窓を開けて、扇風機などを窓の外に向けて

設置することが有効です。

【消毒】

　手が触れる机やドアノブなどの物の表面には消毒用アルコールのほか、家庭用塩素

系漂白剤による消毒が有効です。家庭用塩素系漂白剤を利用する場合は 500ｍｌのペッ

トボトルに、ペットボトルのキャップ一杯分の塩素系漂白剤を入れて希釈したもので

拭いた後、水拭きをします。

【規則正しい生活】

　ウイルスに負けない身体づくりのためには、しっかりと睡眠をとる。食材はしっかり

加熱し、「主食」「主菜」「副菜」のバランスの良い食事を摂取するなどの規則正しい生

活が大切です。

【マスク着用と咳エチケット】

　飛沫感染予防のため、咳やくしゃみをするときは、必ずマスクなどで口や鼻をおお

いましょう。

１

６

５

３

４

２

●休日・夜間の病気について相談できます。

　短縮ダイヤル　　＃８０００

　プッシュダイヤル　０９８５ｰ35ｰ８８５５

　毎日 19：00 ～翌朝８：00　

●西諸圏内では日曜・祝日に診察が出来る病院

が担当制で決まっています。当番医のカレンダー

があります。お持ちでない方は、ほほえみ館に

お問い合わせください。

『子どもの救急医療電話相談』 『日曜日祝日在宅当番医』

広報たかはる 10



丑
年
の
牛
は
農
宝
春
近
し

去
年
今
年
百
歳
体
操
楽
し
け
り

は
や
十
年
噴
火
見
舞
の
白
マ
ス
ク

霧
島
の
冴さ

ゆ
る
稜
線
青
い
空

北
風
や
小
脇
に
挟
む
回
覧
板

窓
半
ば
雪
に
埋
ま
る
と
妹
よ
り

栄
冠
は
唄
へ
ば
元
気
春
兆き

ざ

す

草く
さ

潜ぐ
き

や
庭
湯
浴
び
る
ご
と
寒
雀

春
近
し
左
手
少
し
動
き
だ
す 横　

田　
　
　

修

岩　

﨑　

富
美
子

桑　

原　

リ　

ツ

小　

村　

明　

子

坂　

元　

孝　

德

佐
土
原　

武　

幸

村　

原　

澄　

子

中　

園　

直　

子

入　

佐　

典　

子

二
月
号 

　
　
　
高
原

「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令

　
宮
崎
県
で
は
、
昨
年
末
か
ら
県
民
と

県
外
者
と
の
接
触
や
他
圏
域
と
の
往
来

に
端
を
発
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
急
拡
大
が
み
ら
れ
知
事
の
会
見

で
「
本
県
の
状
況
は
歴
史
的
な
危
機
に

直
面
し
て
お
り
、
地
域
医
療
や
県
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
県
民
が
心
を
一

つ
に
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
し
、
行
動

要
請
を
伴
う
宮
崎
県
独
自
の
緊
急
事
態

宣
言
が
１
月
７
日
に
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　
発
令
の
期
間
は
当
初
１
月
９
日
か
ら

１
月
22
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
県
内
で
の
感
染
者
数
は
依
然
と
し

て
高
止
ま
り
し
、
感
染
拡
大
の
沈
静
化

に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
も
の
と
の
判

断
し
、
２
月
７
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。特
に
高
齢
者
施
設
、
医
療
機
関
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
続
発
し
、
医
療
提
供
体
制

の
ひ
っ
迫
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
宮
崎
県
内
で
は
、
感
染
拡
大

の
収
束
が
見
通
せ
な
い
危
機
的
状
況
が

続
い
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
緊
急

事
態
宣
言
の
行
動
要
請
を
徹
底
し
な
が

ら
引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に
心
掛

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令
に
伴
う
行

動
要
請
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
行
動
要
請
等
の
期
間

　
令
和
３
年
１
月
９
日
～
２
月
７
日

(

終
期
は
、
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
随
時
判
断)

○
主
な
行
動
要
請

・
原
則
、
外
出
自
粛
要
請(

夜
８
時
以

降
の
外
出
な
ど)

　
可
能
な
限
り
人
と
の
接
触
機
会
を

減
ら
す
努
力
を
要
請

・
原
則
、県
外
と
の
往
来
自
粛

・
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期

・
会
食
は
４
人
以
下
、２
時
間
以
内

・
テ
レ
ワ
ー
ク
、時
差
出
勤
の
推
奨

・
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
高
齢

者
施
設
や
医
療
機
関
の
従
事
者
に
対

し
、
会
食
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
慎
重

に
判
断

○
飲
食
店
等
に
対
す
る
営
業
時
間
短

縮
要
請

(

要
請
期
間)

１
月
９
日
～
２
月
７
日

(

要
請
内
容)

　
営
業
時
間
は
、
午
前
５

時
～
午
後
８
時

(

酒
類
提
供
は
午
後
７

時
ま
で)

　
感
染
拡
大
を
抑
え
る
に
は
人
と
の
接

触
機
会
を
極
力
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
移
動
は
な
る
べ
く
日
常
生
活

の
範
囲
と
し
、
外
出
は
で
き
る
限
り
短
時

間
で
混
雑
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
感
染
し
た
本
人
や
そ
の
家
族
、
治
療
に

あ
た
っ
た
医
療
関
係
者
に
対
す
る
誹
謗

中
傷
や
根
拠
の
な
い
差
別
的
言
動
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
は
、
身
近
な
所
に
潜
ん
で
お
り
誰
で
も

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
確
か

な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
人
権
侵
害
に
つ
な

が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
正
し
い
情
報
を

入
手
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
人

権
意
識
を
も
っ
て
冷
静
に
行
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
町
民
の

皆
様
に
は
日
常
生
活
や
お
仕
事
で
更
な

る
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
宮
崎
県
の
危
機
的
状
況
を
乗
り

切
る
に
は
皆
様
一
人
一
人
の
取
組
み
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。「
自
分
は
絶
対

に
感
染
し
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
常
に

持
ち
な
が
ら
行
動
し
、
皆
が
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
自
分
を
守
り
、
家
族
を
守
り
、

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
の
無
い
日
常
を
取

り
戻
す
た
め
に
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

11 Ｒ３.２.１ No.718



　本町では、「歩いてもらうおう！たかはる健幸ポ

イント事業」を令和２年９月～ 11 月に実施しまし

た。コロナ禍で自宅で過ごすことが多くなり、運

動不足に陥りやすい環境になっていましたが、歩

いて健康づくりに生かしてもらおうと本事業を実

施しました。今回は、その事業の結果やアンケー

トでいただいた意見等を掲載します。

●歩数の記録を１位から３位まで発表 !

第１位２，０９２，０２３歩（２２，７３９歩 /日）

第２位１，７６２，７７４歩（１９，１６０歩 /日）

第３位１，６１４，２８０歩（１７，５４６歩 /日）

●アンケートへの意見等

Ｑ健康に対して興味・関心を持ってもらうために

は？

・数値化したものがあると目標を立てやすい。

・今回のようなポイント制度は楽しく参加できる。

・各種セミナー等を広報する。

・声かけや友達を誘う。

Ｑその他の意見

・夜間に安全に歩ける道が増えるとありがたい。

・歩数を記録できるものがもっとほしい。

・この事業を続けてほしい。

　「今回の事業に参加して意識が変わりましたか」

という質問に多くの方が「変わった」と回答いた

だきました。高原町では今後も、町民の皆さんが

進んで参加できて、なおかつ健幸になれる事業を

行っていきたいと考えています。また、こういっ

た事業は、皆さんが参加して初めて成り立つもの

ですので、奮ってご参加いただければ幸いです。

●お問い合わせ先　総合政策課企画政策係　☎42－２１１５

スマートウェルネスシティで健幸長寿へ　～連載第５回～

　たかはる健幸ポイント事業の結果について　

総合運動公園の周回コースは、１周約９００メートル

です。（約１，３００歩）

　高原町では御池のホームページを制作中ですが、ホームページの中で使用する御池のロゴマークを下記の４案から投票により決

定いたします。投票された方の中から抽選で御池オリジナルアウトドアグッズ（シェラカップ、アウトドアチェアー、ステッカー等）

をプレゼントします。つきましては下記要領にて投票いただきますようお願い申し上げます。※投票はお 1 人様 1 回限りとします。

以下の URL もしくは、QR コードより投票ください。
URL　 https://forms.gle/VKPGwtxSEPGyqBvr5

住所、氏名、電話番号、投票する案Ａ～Ｄのいずれかをお書きの上、下記の住
所に投函してください。※切手ハガキ代等投函にかかる経費はご負担ください。

〒８８９－４４１２　高原町大字西麓８９９番地
高原町産業創生課　宛て

〇お問い合せ先　産業創生課　☎42－２１２８

スマートフォンで投票

ハガキで投票

Ａ
案

Ｂ
案

Ｃ
案

Ｄ
案

締切 ２月 15 日 ( 月 )

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。
町民の皆様の登録をお願いします。
　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）
　右に掲載している QR コードをスマートフォン等で読み取る事で、登録
することができます。

「災害時の情報伝達手段について（５）」

～防災関連連載　第 18 回～

⑥高原町メールサービスについて

　高原町では、令和元年度から住民向けの登録型

メール配信システムを導入しており、御登録いただ

いた方に対し様々な情報をメールで受け取ること

ができるようメール配信を行っております。

　このシステムは、住民の皆様方それぞれに御登録

いただかなければ配信しても受け取ることができ

ませんので、是非、積極的に御登録をお願いいたし

ます。

　配信する内容としては、高原町に係る気象情報や

防災情報（新燃岳の火山性地震回数など）、台風等の

予見できる災害に係る情報を事前に配信するほか、

感染症に係る情報（現在は、高原町でコロナウイル

ス新規感染者が確認された際にその情報を配信し

ております。）等、観光、町政情報などについて配信

を行っております。

　特に災害に係る情報については、少しでも多くの

情報入手手段を確保しておくことが身を守ること

に結びつくものでもありますので、御利用ください

ますようお願いいたします。毎月広報たかはるにて

登録用のＱＲコードを掲載しておりますし、登録の

仕方がわからない方は、総務課危機管理係までお問

い合わせいただければ、登録作業等について対応い

たしますので、お問合せください。

　なお、視覚障害等でメールでの情報確認が困難な

場合にも、お問合せいただければ電話配信等の準備

もしておりますので御相談ください。

●お問い合わせ先
　町民福祉課保険係　☎42-１０６７　
　内線（１６１～１６３）

　さて、２月から３月は確定申告の時期です。

町県民税と同じく、保険税もこの申告された所

得情報に基づき課税されますので、正確な申告

をしていただきますようお願いします。

　申告をしないとどういったデメリットが発

生するのでしょうか。一番大きいのは、「軽減判

定」が適正にできない事です。保険税を算出す

る際、所得に応じて保険税の「軽減判定」が行わ

れますが、「未申告」の方が世帯の中に一人でも

いると、世帯の総所得が軽減の対象であっても

軽減が適用されません。「収入がないから申告

しなくて良い。」と考えがちですが、収入がない

場合も「収入がない」旨を申告しないと軽減等

の措置は受ける事ができません。

　次に、高額療養費の自己負担限度額につい

て、これも所得に応じて判定の上、限度額が設

定されますが、もし世帯の中に未申告の方がい

ると、最も高い限度額で設定されてしまいます

ので注意してください。

　今年は様々な事情で「混み合う申告会場に行

くのはちょっと･･･。」と思う方が多いかもしれ

ませんが、e-Tax（国税電子申告・納税システム）

と呼ばれるインターネットを利用した申告方

法があります。これなら自宅のパソコンやス

マートフォンで申告する事ができます（状況に

よってはマイナンバーカードやカードリー

ダーが必要です。）。また、入力した内容を印刷

の上、所管の税務署に郵送するという方法もあ

ります。

　詳しくは「e-Tax」で検索してください。

～「所得の申告」について～

～申告は必ずしましょう！～

●お問い合わせ先　総務課危機管理係　☎42-２１１２
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　本町では、「歩いてもらうおう！たかはる健幸ポ

イント事業」を令和２年９月～ 11 月に実施しまし

た。コロナ禍で自宅で過ごすことが多くなり、運

動不足に陥りやすい環境になっていましたが、歩

いて健康づくりに生かしてもらおうと本事業を実

施しました。今回は、その事業の結果やアンケー

トでいただいた意見等を掲載します。

●歩数の記録を１位から３位まで発表 !

第１位２，０９２，０２３歩（２２，７３９歩 /日）

第２位１，７６２，７７４歩（１９，１６０歩 /日）

第３位１，６１４，２８０歩（１７，５４６歩 /日）

●アンケートへの意見等

Ｑ健康に対して興味・関心を持ってもらうために

は？

・数値化したものがあると目標を立てやすい。

・今回のようなポイント制度は楽しく参加できる。

・各種セミナー等を広報する。

・声かけや友達を誘う。

Ｑその他の意見

・夜間に安全に歩ける道が増えるとありがたい。

・歩数を記録できるものがもっとほしい。

・この事業を続けてほしい。

　「今回の事業に参加して意識が変わりましたか」

という質問に多くの方が「変わった」と回答いた

だきました。高原町では今後も、町民の皆さんが

進んで参加できて、なおかつ健幸になれる事業を

行っていきたいと考えています。また、こういっ

た事業は、皆さんが参加して初めて成り立つもの

ですので、奮ってご参加いただければ幸いです。

●お問い合わせ先　総合政策課企画政策係　☎42－２１１５

スマートウェルネスシティで健幸長寿へ　～連載第５回～

　たかはる健幸ポイント事業の結果について　

総合運動公園の周回コースは、１周約９００メートル

です。（約１，３００歩）

　高原町では御池のホームページを制作中ですが、ホームページの中で使用する御池のロゴマークを下記の４案から投票により決

定いたします。投票された方の中から抽選で御池オリジナルアウトドアグッズ（シェラカップ、アウトドアチェアー、ステッカー等）

をプレゼントします。つきましては下記要領にて投票いただきますようお願い申し上げます。※投票はお 1 人様 1 回限りとします。

以下の URL もしくは、QR コードより投票ください。
URL　 https://forms.gle/VKPGwtxSEPGyqBvr5

住所、氏名、電話番号、投票する案Ａ～Ｄのいずれかをお書きの上、下記の住
所に投函してください。※切手ハガキ代等投函にかかる経費はご負担ください。

〒８８９－４４１２　高原町大字西麓８９９番地
高原町産業創生課　宛て

〇お問い合せ先　産業創生課　☎42－２１２８

スマートフォンで投票

ハガキで投票

Ａ
案

Ｂ
案

Ｃ
案

Ｄ
案

締切 ２月 15 日 ( 月 )
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高原町からのお知らせ

お
知
ら
せ

◆
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ  

　
い
て

宮
崎
地
方
法
務
局
所
属
都
城
公
証
人

役
場
で
は
、
皆
様
の
身
近
な
民
事
上

の
紛
争
予
防
と
紛
争
解
決
の
一
助
と

し
て
お
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば

と
考
え
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

○
日
時
　

　
令
和
３
年
２
月
８
日
｟
月
｠
～
10

日
｟
水
｠
午
前
９
時
00
分
～
午
後
７

時
00
分
　※

昼
休
み
を
除
く
。

○
場
所

　
都
城
公
証
人
役
場
｟
都
城
市
前
田

町
15
街
区
10
の
１
号
｠

○
内
容

　
遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
契
約
・

尊
厳
死
宣
言
・
賃
貸
借
契
約
・
金
銭

貸
借
契
約
・
離
婚
給
付
契
約
等
の
公

正
証
書
作
成
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　
◎
事
前
に
「
予
約
」
を
お
願
い
し

　
　
ま
す
。

　
◎
相
談
は
無
料
で
す
。

　
◎
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
城
公
証
人
役
場
　

　
☎
０
９
８
６-

22-

１
８
０
４

◆
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
法
務
局
に
預
け
て
安
心
！
自
筆
証
書

遺
言
書
保
管
制
度
」

　
あ
な
た
の
大
切
な
自
筆
証
書
遺
言
書

を
法
務
局
が
預
か
る
制
度
が
で
き
ま
し

た
。
遺
言
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
は
、

法
務
局
か
ら
相
続
人
等
に
対
し
て
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
地
方
法
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

○
手
数
料

　
３
９
０
０
円

○
申
請
場
所

　
宮
崎
地
方
法
務
局
供
託
課
、
都
城
支

◆
２
０
２
１
宮
崎
県
ふ
る
さ
と

　
就
職
説
明
会
参
加
者
募
集
！

　
人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
と
県
内

就
職
希
望
者
の
出
会
い
の
機
会
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
よ
る
就
職

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時
　

　
令
和
３
年
２
月
27
日
｟
土
｠
・
２

月
28
日
｟
日
｠

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
00
分
～
午
後

５
時
30
分

○
対
象
者

　
県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
方

○
参
加
企
業
等

　
県
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
県
内

で
就
業
す
る
人
材
を
募
集
す
る
企
業

約
50
社
及
び
行
政
関
係
機
関
｟
参
加

企
業
等
は
、
宮
崎
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。
「
２
０
２

１
宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
」

で
検
索
｠

○
主
な
内
容

　
①
県
内
企
業
等
の
魅
力
紹
介
｟
リ

　
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
｠

　
②
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
質
疑
応
答
が
可

　
能

　
③
新
卒
学
生
、
一
般
求
職
者
向
け
就

　
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

　
④
｟
県
外
３
会
場
｠
オ
ン
ラ
イ
ン
視

　
聴
環
境
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
相
談

　
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

○
申
込
方
法

　
専
用
サ
イ
ト
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

事
前
申
込
｟
特
設
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ

次
第
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
宮
崎
県
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
｠

○
参
加
料

　
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
☎
０
９
８
５-

26-

７
１
０
５

局
、
延
岡
支
局
、
日
南
支
局

　※

申
請
手
続
は
予
約
制
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
法
務
局

　
☎
０
９
８
５ｰ

22-

５
１
２
４
｟
代
表
｠

募
　
集

●
令
和
３
年
高
原
町
消
防
出
初
式
に
係
る
表
彰
者
一
覧
に
つ
い
て

★
宮
崎
県
知
事
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
高
原
分
遣
所
　
消
防
司
令
　
加
藤
　
啓
一
郎

　
第
５
部
　
　
　
団
員
　
　
　
大
谷
　
勇

★
宮
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

①
功
績
章

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
高
原
分
遣
所
　
消
防
士
長
　
柚
木
山
　
学

　
第
５
部
　
　
　
団
員
　
　
　
花
牟
禮
　
健
一

②
精
績
章

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
中
央
部
　
　
　
団
員
　
　
　
佐
伯
　
雅
治

　
第
２
部
　
　
　
班
長
　
　
　
高
野
瀬
　
博
文

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
冨
田
　
博
利

★
宮
崎
県
消
防
協
会
西
諸
支
部
長
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
本
部
　
　
　
　
部
長
　
　
　
勝
吉
　
進
一

　
中
央
部
　
　
　
団
員
　
　
　
内
田
　
貴
仁

　
第
１
部
　
　
　
団
員
　
　
　
甲
斐
　
祥
郎

　
第
３
部
　
　
　
班
長
　
　
　
鷹
巣
　
祐
介

　
第
４
部
　
　
　
団
員
　
　
　
寺
坂
　
秋
光

　
第
６
部
　
　
　
団
員
　
　
　
今
西
　
祐
一

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
藤
本
　
憲
文

　
例
年
で
あ
れ
ば
１
月
に
高
原
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
で
表
彰
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
本
年
の
消
防
出

初
式
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
表
彰
者
の
方
々
の
一
覧
を
掲
載

し
ま
す
。
｟
敬
称
略
｠

★
高
原
町
長
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
中
央
部
　
　
　
団
員
　
　
　
林
　
史
弥

　
第
３
部
　
　
　
団
員
　
　
　
高
山
　
哲
郎

　
第
４
部
　
　
　
班
長
　
　
　
留
山
　
貴
裕

　
第
６
部
　
　
　
部
長
　
　
　
吉
元
　
翔
平

　
第
７
部
　
　
　
部
長
　
　
　
二
宮
　
航
大

　
第
７
部
　
　
　
班
長
　
　
　
北
原
　
慎
也

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
今
別
府
　
俊
二

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
永
野
　
正
志
朗

★
高
原
町
消
防
団
町
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
第
３
部
　
　
　
団
員
　
　
　
佐
藤
　
克
也

　
第
３
部
　
　
　
団
員
　
　
　
中
村
　
真
琴

　
第
４
部
　
　
　
団
員
　
　
　
中
別
府
　
宏
貴

　
第
４
部
　
　
　
団
員
　
　
　
小
久
保
　
祐
太

　
第
６
部
　
　
　
副
部
長
　
　
田
原
　
雄
太
郎

★
消
防
庁
長
官
表
彰
　
退
職
報
償
｟
銀
杯
｠

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
本
部
　
　
　
　
副
団
長
　
　
中
村
　
修
身

　
第
４
部
　
　
　
部
長
　
　
　
前
田
　
潤
一

　
第
５
部
　
　
　
部
長
　
　
　
横
田
　
秀
二

●
高
原
町
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
が
答
申
書
を
提
出
！

　
高
原
町
学
校
の

あ
り
方
検
討
委
員

会
｟
西
村
四
男
会

長
他
10
名
｠
が
令

和
２
年
12
月
21
日

に
西
田
教
育
長
に

対
し
、
答
申
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
、
教
育
長

よ
り
、
令
和
２
年

７
月
29
日
に
「
高

原
町
立
小
・
中
学

校
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
の
諮
問
を

受
け
て
の
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ
た
り
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育

内
容
や
指
導
方
法
の
改
善
の
方
向
性
も
十

分
勘
案
し
つ
つ
、
現
在
及
び
将
来
の
学
級

数
や
児
童
生
徒
数
の
下
で
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
魅
力
的
で
よ
り
良
い
教
育
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
教
育
的
見
地
か
ら

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申
を
受

け
、
町
長
と
協
議
を
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
た
後
、
高
原
町
立
小
・

中
学
校
の
統
合
方
針
に
つ
い
て
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
募
集
し
ま
し
た
、

「
新
燃
岳
噴
火
か
ら
10
年
の
節

目
〝
写
真
〞
募
集
企
画
」
に
お

い
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
１

０
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
役
場
庁
舎
正
面
玄
関
横

に
展
示
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
、
複
数
回
に
分
け
て
写
真

の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
為
、
役
場
の

外
か
ら
御
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
役
場
に
お
立
ち
寄
り
の
際

は
、
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

〇
展
示
期
間

　
令
和
３
年
１
月
25
日
～
２
月

26
日
｟
写
真
の
入
れ
替
え
を
２

月
10
日
に
行
い
ま
す
。｠

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　
☎
42-

２
１
１
５

●
新
燃
岳
大
噴
火
か
ら

〝
10
年
〟
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
！
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●
令
和
３
年
高
原
町
消
防
出
初
式
に
係
る
表
彰
者
一
覧
に
つ
い
て

★
宮
崎
県
知
事
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
高
原
分
遣
所
　
消
防
司
令
　
加
藤
　
啓
一
郎

　
第
５
部
　
　
　
団
員
　
　
　
大
谷
　
勇

★
宮
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

①
功
績
章

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
高
原
分
遣
所
　
消
防
士
長
　
柚
木
山
　
学

　
第
５
部
　
　
　
団
員
　
　
　
花
牟
禮
　
健
一

②
精
績
章

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
中
央
部
　
　
　
団
員
　
　
　
佐
伯
　
雅
治

　
第
２
部
　
　
　
班
長
　
　
　
高
野
瀬
　
博
文

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
冨
田
　
博
利

★
宮
崎
県
消
防
協
会
西
諸
支
部
長
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
本
部
　
　
　
　
部
長
　
　
　
勝
吉
　
進
一

　
中
央
部
　
　
　
団
員
　
　
　
内
田
　
貴
仁

　
第
１
部
　
　
　
団
員
　
　
　
甲
斐
　
祥
郎

　
第
３
部
　
　
　
班
長
　
　
　
鷹
巣
　
祐
介

　
第
４
部
　
　
　
団
員
　
　
　
寺
坂
　
秋
光

　
第
６
部
　
　
　
団
員
　
　
　
今
西
　
祐
一

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
藤
本
　
憲
文

　
例
年
で
あ
れ
ば
１
月
に
高
原
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
で
表
彰
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
本
年
の
消
防
出

初
式
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
表
彰
者
の
方
々
の
一
覧
を
掲
載

し
ま
す
。
｟
敬
称
略
｠

★
高
原
町
長
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
中
央
部
　
　
　
団
員
　
　
　
林
　
史
弥

　
第
３
部
　
　
　
団
員
　
　
　
高
山
　
哲
郎

　
第
４
部
　
　
　
班
長
　
　
　
留
山
　
貴
裕

　
第
６
部
　
　
　
部
長
　
　
　
吉
元
　
翔
平

　
第
７
部
　
　
　
部
長
　
　
　
二
宮
　
航
大

　
第
７
部
　
　
　
班
長
　
　
　
北
原
　
慎
也

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
今
別
府
　
俊
二

　
第
７
部
　
　
　
団
員
　
　
　
永
野
　
正
志
朗

★
高
原
町
消
防
団
町
表
彰

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
第
３
部
　
　
　
団
員
　
　
　
佐
藤
　
克
也

　
第
３
部
　
　
　
団
員
　
　
　
中
村
　
真
琴

　
第
４
部
　
　
　
団
員
　
　
　
中
別
府
　
宏
貴

　
第
４
部
　
　
　
団
員
　
　
　
小
久
保
　
祐
太

　
第
６
部
　
　
　
副
部
長
　
　
田
原
　
雄
太
郎

★
消
防
庁
長
官
表
彰
　
退
職
報
償
｟
銀
杯
｠

　
所
属
　
　
　
　
階
級
　
　
　
氏
名

　
本
部
　
　
　
　
副
団
長
　
　
中
村
　
修
身

　
第
４
部
　
　
　
部
長
　
　
　
前
田
　
潤
一

　
第
５
部
　
　
　
部
長
　
　
　
横
田
　
秀
二

●
高
原
町
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
が
答
申
書
を
提
出
！

　
高
原
町
学
校
の

あ
り
方
検
討
委
員

会
｟
西
村
四
男
会

長
他
10
名
｠
が
令

和
２
年
12
月
21
日

に
西
田
教
育
長
に

対
し
、
答
申
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
、
教
育
長

よ
り
、
令
和
２
年

７
月
29
日
に
「
高

原
町
立
小
・
中
学

校
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
の
諮
問
を

受
け
て
の
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ
た
り
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育

内
容
や
指
導
方
法
の
改
善
の
方
向
性
も
十

分
勘
案
し
つ
つ
、
現
在
及
び
将
来
の
学
級

数
や
児
童
生
徒
数
の
下
で
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
魅
力
的
で
よ
り
良
い
教
育
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
教
育
的
見
地
か
ら

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申
を
受

け
、
町
長
と
協
議
を
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
た
後
、
高
原
町
立
小
・

中
学
校
の
統
合
方
針
に
つ
い
て
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
募
集
し
ま
し
た
、

「
新
燃
岳
噴
火
か
ら
10
年
の
節

目
〝
写
真
〞
募
集
企
画
」
に
お

い
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
１

０
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
役
場
庁
舎
正
面
玄
関
横

に
展
示
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
、
複
数
回
に
分
け
て
写
真

の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
為
、
役
場
の

外
か
ら
御
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
役
場
に
お
立
ち
寄
り
の
際

は
、
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

〇
展
示
期
間

　
令
和
３
年
１
月
25
日
～
２
月

26
日
｟
写
真
の
入
れ
替
え
を
２

月
10
日
に
行
い
ま
す
。｠

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　
☎
42-

２
１
１
５

●
新
燃
岳
大
噴
火
か
ら

〝
10
年
〟
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
！
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現住人口調査　令和３年１月１日現在

対前月比 対前年同月比

総人口 ８，５３７ 人 　－６ ー１４６

男 ４，０６４ 人 　－７ ー８１

女 ４，４７３ 人 　　　１ ー６５

世帯数 ３，７９７世帯 　－４ ー５０

町の総人口

転入 １６ 出生 ８

転出 １３ 死亡 １７

人口の動き

１２月の交通事故発生状況

１２月の出動状況

人身 ２ 年計 ２２

物損 　７ 年計 ９９

火災 １ 年計 　１１

救急 ２８ 年計 ３３５

高齢者の行方不明が増加！！

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

●相談窓口

　小林警察署　☎23－０１１０ 

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：15　休日　10：00 ～ 16：00

　２月の閉室日　１日（月）～７日（日）

　　　　　　　　11 日 ( 木・祝 )、23 日（火・祝）

　※急遽お休みになる場合がございます。御了承ください。

　※来館される際は、マスク着用でお願いします。

寄付 社会福祉協議会へ

12 月受付分・敬称略

【遺族】　　　　　【故人】　　　　　　【地区名】

瀬戸山　美子　　母　スミ　　　　　並木

海老原　京子　　夫　兼夫　　　　　西広原

中嶋　勝弘　　　母　みちえ　　　　下後川内

藤村　カヨ子　　夫　光政　　　　　並木

今西　徹　　　　父　義棟　　　　　下広原
吉田　美恵子　　母　川原キミエ　　下麓
盛満　成夫　　　母　ハツ子　　　　上広原

香典返し

☆ありがとうございました。

　高齢者の行方不明届出件数が増えています。

　特に、認知症等が原因で行方不明になる高齢者が多

いようです。

【早期に発見・保護するためには？】

①日頃から積極的に声を掛け合いましょう。

②着衣や持ち物に名前や電話番号を書きましょう。

③ＧＰＳ機能のある携帯電話等を身に着けましょう。

④音の鳴る物を玄関や出入口に付けておきましょう。

⑤いざという時の為に家族で写真を撮っておきましょ

　う。

【もし、いなくなったら？】

　迷わず、すぐに最寄りの警察署、交番に届け出をし

ましょう。まずは、警察署や交番に電話相談頂ければ

結構です。

宮崎県の現状

平成29年 平成30年 平成31年

総受理件数 ６９３件 ７６８件 ７４６件

高齢者（65歳～） １４５件 １６２件 １６０件

届け出が遅れると発見も遅れてしまいます。！！

教育総務課社会教育係

主事　末山　香織

ドクター・デスの遺産

著／中山七里　出版社／角川文庫

　末期患者らに、安らかで苦痛のな
い死を提供するという医師ドクター・
デス。警視庁 No.１コンビが捜査に
乗り出すが、遺族はドクター・デス
に感謝し嘘の証言で守る。この闇の
人物とはいったい誰なのか。悪魔、
それとも救世主か…。安楽死の是非
や命の尊厳とは何かを問いかける。

うたかた姫

著／原宏一　出版社／祥伝社

　代表が金を持ち逃げし、消滅した
「劇団ゆうまぐれ」。自暴自棄になっ
た劇団員たちは金儲けのために、駅
前で歌っていた素人娘“姫花”を天
才歌姫に仕立て上げ、熱狂を巻き起
こすフェイク・プロジェクトを始動
した。…が、彼女の歌声は本物だった。
読めば、原ワールドに引き込まれる
こと間違いなし！
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2 月のカレンダー

　

早
い
も
の
で
２
０
２
１
年
が
ス

タ
ー
ト
し
１
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

皆
様
は
年
末
年
始
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
年
末
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
が
全
国
的
に
発
生
す
る
中
、

初
詣
な
ど
も
分
散
し
て
行
っ
た
り
、

出
来
る
だ
け
３
密
に
な
る
場
所
を
避

け
た
り
と
、
中
々
ゆ
っ
く
り
と
し
た

気
持
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
年
末
か
ら
寒
さ
が
厳
し
さ

を
増
し
、
高
千
穂
峰
に
も
う
っ
す
ら

と
雪
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
寒
波
に

よ
り
気
温
が
０
℃
を
下
回
る
日
も
多

く
、「
霧
島
お
ろ
し
」
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、
今
回
は
特
に
そ
れ
を
身
に
染

み
て
感
じ
る
ほ
ど
の
寒
さ
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宮
崎
県
で
は
、
２
月
７
日
ま
で
緊

急
事
態
宣
言
が
延
長
と
な
り
、
ま
だ

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘

い
は
終
わ
り
を
迎
え
る
気
配
す
ら
見

え
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
実
践
し
て
、
少
し
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク

を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

山
下
浩
樹

高原町ホームページ

ＱＲコード

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 月

9 火

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

乳児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30受付 ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

10 水

消費生活相談 高原町役場 10:00 ～ 15:00 総合政策課

肺がん集団検診 ほほえみ館 9:00 ～ 11:30 ほほえみ館

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

11 木 ● 建国記念の日

12 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

13 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

14 日
リサイクル・有害・その
他ゴミの排出日

各地区リサイ
クル集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

15 月 古紙リサイクルの収集日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

16 火

育児学級 ほほえみ館 10:30 ～ 11:30 ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

古紙リサイクルの収集日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

17 水

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

オレンジカフェたかはい さの 南狭野区東前野 14:00 ～ 16:00 高齢者あんしん係

18 木

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

古紙リサイクルの収集日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

19 金

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

古紙リサイクルの収集日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

20 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

21 日

22 月

23 火 オレンジカフェたかはい 上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 高齢者あんしん係

24 水

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

25 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

26 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

27 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

28 日

3 月のカレンダー

1 月

2 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

3 水

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

もやせないごみの収集日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

4 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

5 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

6 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

7 日

今月は、固定資産税（4期）、国民健康保険税（9期）の納期です。
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み っつの密を避けて

ざ せきは間隔を空けて

き れいに手指消毒

密集

密接 密閉

も りつけは小皿で一人ひとり

で んわ連絡先をお店に告げて

ール、ガイドライン遵守の
お店を利用しましょう。

実践しましょう！
会食は「みやざきモデル」で

みやざきモデルで
会食を楽しみましょう！

や めよう大声、大人数、長時間
静かなマスク会食を

ル

宮崎県新型コロナウイルス感染症対策特設サイトより

ＵＲＬ➡https://www.pref.miyazaki.lg.jp/covid-19/index.html
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